
消防本部（署）移転建設に関するよくある質問 

 

1 

 

Ｑ１  

なぜ消防本部（署）を移

転し新たに建設するので

すか。  

Ａ１  

現在の消防本部（署）は、建築後４６年以上が経過する

とともに、木津川の浸水想定区域にあるため防災拠点と

しての強化を図ることを目的に新たに建設を行います。  

現在の庁舎の問題点は次のとおりです。  

・  建築後４６年以上が経過し、施設・設備が老朽化  

・  ３ｍ以上の浸水想定や、液状化の危険性が高い  

・  防災拠点としての耐震が不足  

・  周辺道路等が災害時に遮断され出動が困難になるこ

とを予想  

・  職員数や業務の増加による狭隘化  

・  女性職員が２４時間勤務することができる施設が未

整備  

・  敷地が狭く駐車場と訓練場を兼用しているため、総

合訓練を行うスペースがない  

・  来庁者用駐車場、住民対応窓口スペースが不足  

 

Ｑ２  

移転先はどのように決

めたのですか。  

Ａ２  

平成２８年度に行った第三者機関による消防力適正配

置調査により署所適正配置結果並びに今後の消防需要予

測を踏まえ、運用効果等の算定を行ない、現在の消防本部

（署）庁舎から南方向約１．２㎞及び１．８㎞付近（木津

川市城山台９丁目付近）が適正場所とされました。  

これを基に木津川市から場所の提供を受け、当消防組

合が庁舎を建設するものです。  

 

Ｑ３  

どうして出張所の再編・

統合を行うのですか。  

Ａ３  

消防力の整備指針、車両・装備・人員の有効活用、火災

や救急などの消防需要、地理地形等による地域性及びイ
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ンフラ整備による利便性の向上を勘案し、消防組合の全

体状況から総合的に、将来に向けて継続していける消防

体制を確立するため多角的に検討した結果です。  

 

Ｑ４  

現在の木津西出張所と

山城出張所を再編・統合

して、新消防本部（署）庁

舎に集約することのメリ

ットとデメリットを教え

てください。  

Ａ４  

メリットは、各出張所で勤務する職員と車両を新消防

本部（署）に集約することにより、消防力が強化できま

す。  

・部隊数の増加（指揮隊の創設）  

・救急隊の専任運用が可能（救急処置の充実）  

・複数隊での訓練が可能（職員能力の向上）  

など  

施設整備の面では、施設の統合により共同利用する

スペース（廊下、トイレ等）の規模を縮小化、最新の

設計と設備を導入することにより迅速な出動体制を確

保することなど効率的な施設と運用ができます。  

 

デメリットは、地域により救急車等の到着時間が増加

することです。  

しかし、現状では、同一出張所管内において２件目の

災害事案が発生した場合は、他の署所からの出動となり

ますので、発生場所によっては、時間を要する場合があ

ります。集約により管轄の中心である新消防本部（署）

に複数の救急隊等を配置することができ、重複出動時で

も遅延することなく現場到着できます。  

その他、デメリットを克服する運用、施設の整備に努

めます。  
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Ｑ５  

出張所の再編・統合に

より救急隊の到着時間が

どれくらい遅くなるので

すか。  

 

Ａ５  

旧木津町地区への平均走行時間は４．０分から５．０

分になります。  

木津西出張所管内では、ところにより到着時間が３．

５分程度遅くなります。  

 

Ｑ６  

再編・統合により救急

車や消防車が減少するの

ですか。  

 

Ａ６  

緊急車両や職員の削減は行いません。消防体制は維持

します。  

 

Ｑ７  

病院収容までの時間も

遅くなるのでしょうか。  

Ａ７  

現状と比較すると現場到着が遅くなる地域では、病院

収容までの時間も遅くなると予想されます。  

しかし今後、医療機関との連携強化に努め、収容先病

院を速やかに手配し、救急車が現場にて収容先手配のた

めに滞在する時間を短縮し、病院収容までに要する時間

短縮を図ります。  

 

Ｑ８  

出張所を再編・統合す

る時期は、いつでしょう

か  

Ａ８  

木津西出張所は、新消防本部（署）の竣工と同時期に、

山城出張所は、到着時間短縮対策として、城陽井手木津

川バイパスの整備完成後、その周辺道路が整備された時

期と併せた２段階統合を計画しています。  
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Ｑ９  

大災害に備えてヘリポ

ートを整備する計画はあ

りますか。  

Ａ９  

ヘリポートの設置については、制限範囲に竹林等があ

り、離着陸地帯のスペースが確保できないため、地上部

に設置できません。  

消防本部屋上への設置も考えられますが、建物強度等

再検討が必要となるため、別敷地での対応を検討しま

す。  

 

Ｑ10 

自主防災組織や地域の

住民が、防災教育や防災

訓練が受けることができ

る研修施設を整備する計

画はありますか。  

Ａ10 

消防団員、自主防災組織や自治会等の住民の皆さんに

火災体験、消火訓練、救命講習を受けていただける施設

を検討しています。  

合わせて出張所の統廃合に伴い部隊数も強化するこ

とができ、今まで以上に地域へ赴き、消火訓練や救命講

習等を行い地域力の向上を目指すことができます。  

他に訓練施設として主訓練塔には、側面に１５ｍのは

しごを設置し、内部には濃煙熱気室、火災消火訓練室、

マンホール等での事故を想定した訓練室を設けます。  

副訓練塔には、災害対応資材備蓄倉庫、共同住宅の火

災訓練を実施できる施設を設けます。  
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Ｑ11 

新消防本部（署）の建設

予定地は、傾斜地で盛土、

切 土 に よ り 造 成 す る こ

と、また、竹林も近くにあ

り地質は粘土質で強度が

脆弱だと思いますが、大

地震や大雨で地滑り、崖

崩れ、液状化が発生し庁

舎が被災することはない

のですか。  

Ａ11 

新庁舎の建設にあたっては、地質調査、地盤改良、ま

た必要な基礎工事などを含め、地域の防災拠点の要とし

て十分機能できるよう設計・施工を行ってまいります。 

また、竹林については、消防用地の有効な利用のため、

北側竹林との境界に擁壁設置や竹の伐採、伐根、法面整

形による急傾斜地崩落防止工にて施工します。  

地質については、必要に応じて地盤改良を施工し強度

の確保に努めます。  

なお、当該建設予定地は、土砂災害警戒区域及び土砂

災害特別警戒区域、液状化現象並びに浸水被害の発生想

定区域には指定されていません。  

 

Ｑ12 

新消防本部（署）の建設

予定地の雨水や排水は、

どこに流れるのですか。  

 

Ａ12 

下水（施設排水）は城山台地内の下水管路に接続し排

水します。雨水は、小川流域となります。  

 

Ｑ13 

下流域の水害や水質汚

染の対策は、どのように

計画しているのですか。  

Ａ13 

建設工事中、竣工後も含め下流域への影響を考慮した

油水分離層や既存する沈砂池及び調整池の活用も含め、

治水施設の整備を検討します。  
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Ｑ14 

新消防本部（署）の施設

配置は、どのように計画

されていますか。  

Ａ14 

建設予定地は、高低差のある斜面のため、３段に整地

し、１段目に本庁舎、２段目に訓練施設、３段目に職員駐

車場を計画しています。  

隣接地は「一般住宅地ゾーン」であるため、里山の景観

に配慮し、周囲の緑地と一体となった景観の維持・保全に

努め、施設はできる限り住宅地から距離を設け配置し、圧

迫感が感じられないよう配慮します。  

 

Ｑ15 

新消防本部（署）庁舎か

ら出動する救急車や消防

車は、どのルートから出

動する計画ですか。  

城山台９丁目の街区道

路では、大型消防車が通

行するには狭く歩行者が

危 険 で は な い で し ょ う

か。  

 

Ｑ15 

交通安全を確保するため緊急車両、大型車両、来庁者車

両及び職員通勤車両の経路が交差しない導線の工夫等を

検討し地域へ配慮した経路に努めます。  

Ｑ16 

来庁する住民が駐車す

る駐車場はありますか。  

また、研修で使用する

大型バスを駐車するスペ

ースもありますか。  

 

Ａ16 

敷地内に来庁者用の駐車場と駐輪場を常設することを

検討しています。  

また、大型バスで来庁される方々のために、駐車できる

スペースの確保も検討しています。  

 


